
札幌市教育委員会・向陵中学との 3者協議 議事録
1.日 時   2011年 1月 20日 (木)10時 ～ 11時
2.場所  向陵中学校長室
3.出席者 生涯学習推進課       上野主査、伊藤係長

向陵中学校         植村校長、橋本教頭、川島教諭

北海道に夜間中学をつくる会 工藤代表、泉事務局長、自倉事務局次長
札幌遠友塾         井上代表、富田副代表 (文責)

4.議事内容
○ 今日の目的 :向陵中学校の教室使用後の諸案件の確認と今後の案件の協議
-1.市 教委より、これまでの 3者確認事項を書面にて提示され、確認した
-2.札 幌遠友塾より協議事項につき3点提示 (次年度以降)
① 水曜日の使用時間について
。多目的室 10分 繰 り上げて  18:00～ 18:15
。各教室・教材置き場      18:00～ 21:30
結論 :了解された

向陵中学校 見解
-18時 からが限界と認識願いたい
一特に、多目的室は当初より難しい面がある由申し上げていたところで、

空き教室がない中での諸ミーティングや作品等の掲示などよく使 う

―終了時間の方は、学校使用には関わりないので、了解

② 学校の体校時の教室使用について
結論 ・夏休み中、基本的に同じ時間帯ということで了解された

(休暇中にメンテナンスエ事があるので、変更ありということで)

・夏休み中での通常授業前の使用については、検討させてもらいたい

。春休み、冬休み (除排雪の為)の使用は難しい

③ 授業、行事を通じた交流の拡大について
札幌遠友塾から

・学校祭時の掲示へのお礼。それを見た生徒 2年生の母親から、札幌遠友

塾の見学依頼があった。

・休み期間中に、PTAや 地域関係者の見学会や交流をして、札幌遠友塾
を知ってもらうことをしたい

。また、生徒との交流も進めていきたい

。3年生の卒業に際しての励ましをしたい

・ 2年弱に渡る教室使用に当たつての感謝を伝える。そして、受講生は、

学校で学ぶことを楽しんでいる。元気な生徒と会うことが有難い。



向陵中学から

・教室の貸与は、遠友塾の受講生、スタッフに対してと考えている

。地域展開というのは、別の貸与となる ?

・交流ということでは、掲示板の使用をしてもらっている

。生徒との交流では授業にかかわることで、学校主導として認識をお願い

したい。特に、今は学習指導要領の変更への対応が最大の関心事。総合

学習の半減等々。

・札幌遠友塾とのかかわりでは、道徳の時間での啓蒙をやっていくこと

。3年生への励ましは、大変ありがたい事ですが、生徒先生は、その返礼

をしなければと一生懸命になる。その為の時間を割くことになる。 (3

学期の卒業を控えた時期でもあり)。 校長としても何とも悩ましいこと。

・ PTAの 方からは、札幌遠友塾への支援の声はある
・学校としては、札幌遠友塾への教室貸与の現在の状態を末永く確保して

いくことを第一と考えている。「貸与して良かつた」ということを維持

していきたい。

結論 :3年生への励ましは、生徒先生に負担のないどのような事があるか

検討する。

-3.向 陵中学からの意見など
① 多目的室使用では、作品展示の期間を水曜日への配慮から、短縮した。

② 23年 度は、今のところ、新校舎側 (遠友塾の入り口側)の教室使用は
しないでも済そう。その後は流動的、円山地区の小学校生徒増加もある。

③ 向陵中学は、札幌遠友塾にだけ外部貸与しているわけではない。いろいろ
ある中での札幌遠友塾はその一つと考えていただいていい。

④ 登校は早く来られないように。学校の下校などと交錯の懸念あるので。

結論 :多 目的室は、学校の都合を率直に言つていただきたい。札幌遠友塾

は、その日は使用しないなど迅速対応する。

-4.卒 業式の場所について
。学校側、市教委へのご出席依頼

・ PTA会 長の出席も依頼したいと考えている
。出来れば、体育館の使用を希望する

結論 :体育館の使用は学校にて検討する/体育館は予定があるよう?

-5。 その他

・ 3者間の「緊急連絡網」の更新。市教委にて更新配布する


